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会議の概要（議事録） 

 

 

会 議 の 名 称 
（番号） 

１-５０ 
令和８年度第１回 墨田区地域公共交通活性化協議会 

開 催 日 時  令和８年７月２２日（水）  １１時００分から１１時５０分まで 

開 催 場 所 墨田区役所（墨田区吾妻橋一丁目２３番２０号）庁舎１２階 １２１会議室 

出 席 者 数 

委員３２人、事務局３人 

【委員】◎戸崎 肇、〇川﨑 友加、重松 景則、小瀧 正和、倉本 広太郎、 

     藤原 秀一、戸澤 光一、山廣 琢也、船越 浩司、冨樫 秀樹、 

永見 則雄、丸山 喜智、川村 英輝、内山 嘉津夫、 

羽畑 大介、清水 直樹、開地 宣彰、吉武 順子、渡邉 健次、 

須藤 正、老田 勝、庄司 道子、星野 喜生、西村 孝幸、 

     小倉 孝弘、若菜 進、遠田 和寛、戸梶 大、大竹 恵介、 

天海 晴彦、宮本 知明、岩下 弘之 

【事務局】都市計画課職員 

会 議 の 公 開 

（ 傍 聴 ） 

公開(傍聴できる) 部分公開(部分傍聴できる） 

非公開(傍聴できない) 
傍聴者数 １人 

議 題 

報告事項 

「墨田区地域公共交通計画」に基づく施策の進捗状況について 

審議事項 

区内循環バス事業の見直しについて 

 

配 付 資 料 

１ 会議次第 

２ 墨田区地域公共交通活性化協議会 委員名簿 

３ 令和８年度第１回 墨田区地域公共交通活性化協議会 出席者一覧 

４ 令和８年度第１回 墨田区地域公共交通活性化協議会 座席表 

５ 「墨田区地域公共交通計画」に基づく施策の進捗状況について 

６ 区内循環バス事業の見直しについて 

７ 墨田区内循環バスの見直しに伴う運行要領（案） 

会 議 概 要 

１ 事務局からの説明及び会長あいさつ 

本検討会について、以下の事項を説明 

（１）地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第５条の規定に基づく計画作成等

に関して必要な協議を行う協議会であるとともに道路運送法施行規則第４条の

２に基づく地域公共交通会議であること 

（２）墨田区附属機関の設置に関する条例に基づく附属機関であること 

（３）審議会等の会議の公開に関する基準に基づき公開されること 
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（４）３７人中出席委員２９人、代理の方が３名であり、墨田区地域公共交通活性化

協議会に関する要綱第７条第１項に定める条件（半数以上の出席）を満たしてい

ること 

 

２ 新委員の紹介 

  配布資料２のとおり、赤字が前年度より変更となっている。 

 

３ 議事内容 

 【報告事項】 

  「墨田区地域公共交通計画」に基づく施策の進捗状況について 

  配布資料１に沿って事務局より墨田区地域公共交通計画における今年度の重点的

な施策を中心に、推進状況及び今後の展望について説明 

 

【施策３－１】 

（事務局）新たな移動サービス検討部会について、部会長である副会長より発言を頂

戴する。 

（副会長）部会では、区としてどこまで支援していくのか、具体的な内容を検討して

いく必要があると考えている。 

 

 【審議事項】 

  区内循環バス事業の見直しについて 

  配布資料２に沿って事務局より説明。答申案からのルートの一部変更に関しては、

全会一致で可決とされた。 

 

 【ルートの一部変更】 

（会長）押上駅への乗り入れがなくなることへの不安の声が多くあったが、工夫とし

てルート変更するものである。この点について諮りたい。質問、意見はあるか。 

（以下、意見） 

（委員）向島三丁目バス停を都営バスと共用するとのことなので、運行時刻の調整と、

利用者が混同することないよう分かりやすいバス停の表示をお願いしたい。 

 

 【福祉目的の割引】 

 （会長）公共事業として福祉割引は必要であり、評価する。混乱が生じないよう、ま

たシルバーパスとの兼ね合いも含め、運転手の負担が少ないようにしていく。運行事

業者より発言いただきたい。 

（委員）見直しについては区や関係各者の皆様と協議の上で進めていく。引き続きよ 

ろしくお願いする。 

 （委員）割引に妊産婦は入れないのか。子育て世帯への割引をした方が良いのではな

いか。また、シルバーパスの IC 化は分かりづらくなる部分があるので留意してほし

い。 

（会長）ご意見の通り子育て世帯は重要である。福祉割引は当面はこの形とするが、

今後の検討課題としてしっかり議論していく。 
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【その他】 

（委員）押上駅の渋滞について、都営バスも土日やゴールデンウイークに遅れが深刻 

である。地元の方が錦糸町に行く利用が多いが、１時間以上遅れることもあり、怒ら

れるなどトラブルにも繋がっている。バス事業者として定時運行は使命であり、渋滞

が解消されないのであれば、道路上へのバス停設置も視野に入れつつある。ご検討い

ただきたい。 

（会長）事業者が遅れで批判を受けないよう、今後検討部会で揉んでいく。 

 

４ 今後の予定 

  配布資料３について事務局より説明 

 

５ 意見交換 

 （委員）成田空港の拡張や京成電鉄の押上駅発着有料特急など、付加的な議論に 

ついても議題としてほしい。 

（会長）墨田区としても影響のあることであるので、取り上げていきたい。 

その際は鉄道事業者にも協力してほしい。 

 

６ 閉会 

 

所 管 課 都市計画部都市計画課公共交通担当 内線３９０８ 

 


